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Meso-ionic Compounds ( 1) 
Synthesis of 3-Phenylsydnonylalkenes 
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photochromicなシドノニルアルケンを合成するため，シドノニルマグネシウムブロマイド CII)とケト














































I Rl I R3 I R4 
り， 3ー フェニルシドノンはC.J. Thoman7)の方法に
より合成した n ブチJレマグネシウムフロマイドは，






ロ ブチJレマグネシケムフロマ「ド 30llt (0.050 
mole) ~乙 3 フェニパノシドノン 3.29 (0，02moh)を
THFS011d こ溶平したものを氷冷下2~30Cで加え1咋間撹
詳した. これにアセトアバ/午ゴヒド 3.2mi?(O.056mole) 
をTHFI01げに浴かした溶液を50Cで滴加し，撹:f"i'しなが












3 フェニルシドノン 3.29 (0.02mol巴)
アセトン4.41t(0. 061mol己)
収量1.8iJ 収率42%融点1M~145.C 白色結晶
シクロヘキシル 4-(3 フェニルシドノニル) カ
ルビノール (JI[ -2) 
JI[-1と同様の操作を行った.
n ブチルマグネシウムブロマイド30/11:(0. 02molc) 
3ー フェニルシドノン3.29 (0.02mole) 
シクロヘキサノン5，8lilt(0.061mole) 
l皮量乙 li! 収率40% 融点130~13rc 白色結品
フェニルベンジル 4-(3ー フェニルシドノニル)ー
化合物 lIR V2z luV A r l化合物 lIR V81L [町出:I l 
cm-1 nm (log C ) 1 .- 1 cm-1 nm (logε) 1 
l一 一 nnn " nn' !I 一一一一---213-(3.-65)
JI[ - 1 3400 (OH) 233 (4.03) I1 IV - 1 1742 (C=O) 1 236 (3: (9) 
1720 (C=O) 1 307 (4.13)1 三塁笠三CH2)よ_291___(lJ)O)._._しJぺiTτ二 12-2Ji733C二 …l l し25) 〓 主主_)!_.Jl28 (4QZ2__1 
1 17以)(C二 0) ~0C (A nn"， l E313375(OE〉 |llw-31831(C二 235，4・09)
16g0 (C=O) 1 309 (4.07) I1 792(C=C_l-i!¥) 333Jιり)4lwoH)| l lI即_.，=0) 山附' IV-4 ~.vv v- ~， 
1i20 (C=O) 1 311 (~.12) 1I 853(C=三里)!____351_(_3.92)
JI[-ご5 ! お75(OH) 2一円
1692 (C=O) I 307 (4.09) 1 
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nー ブチルマグネシウムフやロマイド 301lC CO.05mole) 
3ー フェニルシドノン3.2'iJ CO.02mole) 
デソキシベンゾイン10.0'iJ (O.05mole) 









3ー フェニルシドノン3.2'iJ (O.02mole) 












1. 2 ジフェニル (4-(3 フェニルシドノニ
ル))ーエテン (IV-4)
(IV-l)と同様の操作を行った.
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